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おわりに

は じ め に

 本稿は,沖 縄の民俗宗教における多様な霊的存在について,特 にカ ミ,フ トゥキ,

マブイを中心に,そ れらがもつ問題について検討するものである。

 すでに沖縄の霊的存在については,多 くの研究が集積され,そ のひとつひとつにつ

いては,す ぐれた成果によってかなりの問題が明確にされてきた。しかしながら,そ

れ らの霊的存在が,人 々にとっての民俗宗教という全体秩序の中で如何に認識されて

いるかということになると,必 ず しも十分であるとはいえないようだ。

 また多 くの場合,「 神」 と考え られる霊的存在の理解が,研 究者 と当該社会の人々

の間や,研 究者間においても,す べて一致 しているわけではない。霊的存在のような

内在的な認識の問題は,と もすれば自己の主観的認識を前提として解釈 しがちであり,

人々の認識の事実を見のがすことも多い。

 ここでは,そ のような点に配慮 しながら,八 重山諸島の調査資料にもとづき,現 実

の儀礼行為の脈絡から霊的存在への認識について述べ,い くらかの問題が提示できれ

*跡 見学園女子大学文学部,国 立民族学博物館研究協力者
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ばと考えている。霊的存在のひとつ 「モノ」についての検討は,今 回はふれるにとど

めた。別稿でおこないたい。

1.霊 的 存 在

 沖縄における多岐にわたる霊的存在について多くの研究成果があるが,W・P・ リ

0ブ ラは次のように指摘 している[リ ーブラ 1974:24-39] 。沖縄では全宇宙に無限

といってよい程精霊が宿 っていると考えられているが,そ の精霊は明確な人格化はさ

れていないけれども別個の存在であることからマナ的超自然力ではなく,ア ニ ミズム

に傾むくとする。諸精霊の中で最も重要なのがカミであり,こ れを分類すれば5種 類

に分けられるとする。①ティンヌカ ミ,ウ ンジャミ(海 カミ)の ような自然神 ②井

戸のカミや便所のカ ミなどの場所の神 ⑧鍛冶のカミや船のカミなどの職掌または地

位に関する神 ④下級に属する先祖の霊であるフトゥキ ⑤カミの霊が愚依 したカミ

ンチュ(神人)。 さらに諸精霊としてマブイ,チ ヂ,シ イ,ヤ ナムンなどの10数種をあ

げている。これら多 くの精霊について全体的相互関係は提示されていないが,霊 的存

在 として,カ ミとよばれる神々と共に様々の精霊を含めての考察は,沖 縄の民俗宗教

を考察する上で重要である。沖縄におけるカミとは何かということは現在も十分明確

ではないからである。先ずカ ミ,マ ブイ,フ トゥキなどについて概観 してみよう。

1) カ ミを あ らわす語

  (1) カ ミとフ トゥキ

 日本本土の民俗宗教を考える場合,カ ミとホ トケの相互関係は,対 置,融 合と様々

に論 じられてきたが,少 くともカミとホ トケは同一延長線上にあると考えられること

はあって も,等 しいとは考えられていない。

 「神」を表わすと考え られる琉球語は,中 本正智によると①カ ミ系 ②カミサマ系

③ ウカミ系 ④ ファーフジ系 ⑤フ トゥギ系の5種 があり,そ の分布は①,②,③ の

カミ系が全琉球の基本的な語系で,フ ァーフジ系,フ トゥキ系は少数ながら沖縄北部

にあるとされる[中 本 1981:420-421 ]。ファーフジ;フ トゥキの語は,沖 縄の各地

で死者,あ るいは祖父母に関する語である。 「神」をあ らわす語としてのファ0フ ジ

系,フ トゥキ系の語が現地において如何なる一般性を有するか詳細は不 明なが ら,

「神」の同意語 として用いられているヒ とは注 目されるところである。またフ トゥキ

が仏教系の語であることも十分考慮する必要がある。

76



植松  神観念の問題

 「神」がカ ミ以外 にフ トゥキあ るいはフ ァ0フ ジとよばれ るこ とがあ るのに対 し,

死 者を表わす語 として,カ ンや フ トゥキが用 い られ ることがあ る。宮古島では,死 者

や死霊 はス ンガム(ガ ム=カ ミ,死 者神)と よぷが,神 も死者 もカ ン,ガ ムである。 こ

                                                                                

の種 の用例をあげれ ば,キ ガズ ンカン(異 常死者),カ ンピトゥ(死 者 と人),カ ムタ

          リ                                                                                     

ナ'〈先祖棚,仏 壇),カ ンヌヤー(廃 絶 した屋敷跡 に先祖の位牌 をまつ る小屋),カ ン
                                                                        

ピ トゥバカーズ(死 者 と人 との別れ儀礼),マ ゥガ ン(守 護神),カ ンフ トゥキニ ナ ッ

                                      

テ,天 ニアガツテクダサ イ(三 十三年忌 の祈願。 カ ミとフ トゥキになって……),カ
 

ンカカ リァ(神 がか りする人)。 この ようにカ ミンチ ュ(神 に仕 える人),フ ィヌカン

(火 の神),フ ドゥ0ヌ カ ミ(便 所神)の ように 「神」 をカ ン,カ ミ,カ ム というが,

0方,こ れは死者,死 霊,祖 先を表わす語であ るので ある。

   (2>カ ミ と ヌ シ

 カ ミと同意語 に,ヌ シ,ヌ チが用 い ちれ る場合 が様 々に見 られ る。与那 国島 におい

Z冬 季,25日 間 におよぶ マチ リの儀礼で,最 後の朝 お こなわれ る神別れの儀礼 は,カ

ンバ カ リ,ヌ チバ カ リとよばれる。カ ミとの別れ,ヌ チ との別れ の意で,カ ンとヌチ

な同意語 である。 このよ うに同意語 を重ねて用い る例 は古謡 にも数多 くみ られ る。西
                                  き ゆ   ぴ

表島のジ ラバ(労 働歌)「 田植び じら一」[外 間(編) 1971:6]の 中 では,今 日ぬ 日
            くがにび

ば(今 日の吉き日をば)黄 金日ば(黄 金の吉き日をば) しらびようり(調 べた上に)

うよん田ば(祖 先からの田をば)な がましいば(長 桝をば) いびちやるよ(植 えて

しまった) 翠がいびぬ(吾 等が槙えた) くりやさしぬ(こ れ等が差 した) にかゆ夜
        かん みじい                ぬしい

(その晩から) 神ぬ水(神 の恵みの雨を) .主ぬ水(神 様の雨水を) あもうさば(浴
                           の   

びさ壁 から)〔以下略〕の神ぬ水,主 ぬ⑩ 用例がこれである・神を単にヌチと表わ

す例 も多い。宮古 島松原の御嶽 の神 々としてあげ られ るのは[比 嘉 1983:150-151]

マ ク ヌヌス(村 の ヌス),ユ ーヌヌス,ジ ドゥヌス(畑 のヌス),ク ルマヌス(砂 糖 き

び圧搾機死)平ス》,ユ クミシュー,ミ ルクガンなξで,こ の中でシュは主であろうし,

主はあがるいの大主(ウ プシュ)の ように大神,お じいさん,王 と意ともなる。宮古

では御嶽の神として複数の神があげられていることは珍 らしくない。

 このように自然物,場 所,機 能などにカミガ ミが存在すると考えられており,そ れ

を自然物,場 所名,機 能などを冠 して○○ヌシ,○ ○カンとよぶことは無限といって

よいほどある。ヌシとカンの使いわけは必ずしも明確ではな く,○ ○ヌチカミがある

一 方 ,○ ○カミヌチもあり,こ の用法か らはどちらかが下位概念 ということはない。

ヌシの語感か らはジ人々をとりまく場,機 能にそれを統轄する霊的存在が強く意識さ

れているように見 うけられる0   0
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2) マ ブ イ ・タ マ チ ・シ イ

 人の もつ霊塊をマブイ,タ マチなどとよび,シ イ(精),サ ー,ソ ーも同意語,あ

るいは類義語として用いられることがある。普通マブイには,生 者の肉体にやどるイ

チマブイ(生 霊)と 死後のシニマブイ(死 霊)が 考え られている。マブイは複数ある

と考えられることが多 く,頭,肩,胸 などにやどるとされる。マブイと肉体 との結合

状況 により生や病気そして死が説明され,肉 体 とマブイの遊離が病であり,永 久的な

マブイの離脱が死であると考えられている。マブイは遊離しやすいと考えられており,

驚かされたり,強 力な霊力によってマブイは離脱 し(マ ブイゥトシ),し ば しば身体

が不調 となるためマブイグミをおこない,遊 離 したマブイを再たび身体にとりもどそ

うとす る。 このようにマブイには個性があり,元 の身体に入りこむことによって生者

として復活するのである。

 男きょうだいを守護するとされる女きょうだいの生御霊(お みなりおすじ)は,オ

ナリ神 として尊敬され,し ばしば白い蝶や鳥の形をとると考えられている。マブイは

飛翔性をもつのである。 シニマブイは,そ のまま個性を保持 して存在 し,墓 にとどま

ると考えられている。死んで直後のシニマブイは,不 安定で,こ の世に残ろうとした

り,霊 力が強く,し ばしば生者のマブイを抜きとったり(タ マチ ドラレ),さ まざま

な障りや崇 りをもたらすのでおそれられている。不安定なシニマブイは子孫による洗

骨や年忌供養をうけて次第に安定 し,33年 忌をすぎると 「天にのぼってカミになる,

フ トゥキになるJな どとよばれる存在になると観念 されている。多くの地域では,こ

の時位牌や骨の処置がおこなわれ,人 々の視界か ら去る。つまり個性は失なわれる。

安定 した先祖 としてのマブイは,子 孫を守護する慈悲深い存在であるが,不 安定なマ

ブイはしばしば生者に不幸をもた らすものであることからおそれられ,死 者や祖先祭

祀は強い関心事であり,こ の儀礼に関与するユタは人々と深 くかかわる。

 人の内面 にかかわる語 として,他 にチム(肝),ク クル(心),チ0(気),が 多様

な場面で用いられる。

3) 文献上のカ ミ

 古 い 沖縄 で,人 々が拝 む対象 は何であ ったのか ということについて仲原善忠 のす ぐ

れた論考が ある[仲 原、1947:125-151]。 そ れによ ると 『お もろさ うし」にみ られる

信仰対象 は杜 ・嶽 ・神(巫 女)・ 石 ・動物 の類ではな く,セ ヂ とい う非人 格的な霊 力

であ り,祭 祀 関係 のお もろの中で セヂを謡 ったもの80首,カ ミ60首,テ ダ(太 陽)50
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首,テ ルカワ30首の順になっているとする。 しかしテダは地方領主をさし,カ ミの大

部分は巫女を意味するか ら,結 局セヂ ・テルカワが主とする崇拝物であるから,セ ヂ

は有形な物(地 物 ・庶物)に 愚 くとそのものに霊能を生 じさせ,人 に愚くと一種の超

人 となると見ている。さらに1200余 首のおもろの中に,カ ミを云々したのが約60首 あ

るが,純 粋 に天上の存在なる神を想定 したのは三 日月と星を謡 った一つがあるだけだ

という。このように仲原は古い沖縄での信仰対象 としてセヂが重要であることを指摘

する。

 最近,安良城盛昭は歴史学の立場から「神」問題をとりあげ[安 良城 1980:15-18],

『おもろさうし』で琉球固有の拝む対象を 「かみ」とよぶことはなく,た とえば 「ニ

ライカナイのかみ」などとは表現されず「にるやとよむ大ぬし=大主」とされるのであ

り,同 様に 「あうの嶽の神」は 「あうのたけの大ぬ し」,「しまはじめの神」は 「しま

はじめの大主」であるとする。そして大主の他の 「君真物」「ぜるまま」「あか ぐちゃ」

などの信仰対象を含めて,沖 縄のその宗教対象は人格化がなく,そ のため神話として

のス トーリーを展開できず,お もろ時代の宗教世界はマナ ・アニミズムに近いと推察

している。そして 「かみ」 とよばれることのなかった信仰対象が 「かみ」 とよばれ,

「神」という字があて られるようになったのは,向 象賢から禁温の時代にいたる改革

の時代に編纂された 『琉球国由来記』(1713)か らであり,神 観念の転換 は 『琉球国

由来記』の編纂か らほど遠 くない時期に起 ったと見ている。

 安良城が指摘するように,『 琉球国由来記』には,さ まざまな 「神」が語 られ,各

御嶽の 「神名」まで調査して記録 されている。「かみ」 とは何か,「神名」 とは何かの

共通理解がないまま集められた各地御嶽の神名は,仲 松弥秀[1975:59-60]に よれば,

特に神名をもたなかった村々では,首 星王府の神名上申の通達にこまり,仕 方なく神

の機能,美 称,御 嶽内の地相,イ ベに接 した植物岩石などによって神名としたのであ

ろうと推察 している。また仲松はこの神名を分類 して,① 機能からの例(国 之根 ウラ

ナシナダル ワノ御イベ他)や ②美称としての例(ウ ルワシ御イベ他),③ 御嶽名や地

物からの例(コ バヅカサノ御イベ他),④ イベ周辺の地物からの例(イ シヅカサノ御イ

ベ他),⑤ 単に村の神とした例(シ ユァキウノ内七 ッ御イベ他),⑥ 神の居る観念的な

場所からの例(オ ブッ大ツカサノ御イベ他)を あげているが,こ れは仲原がいうセヂ

の名が,機 能や発生の場所,事 物,美 称などによりそれぞれ名をつけているとする指

摘と同様とも考え られ,『 琉球国由来記』の神名をセヂの在す場としてとらえること

もできよう。 『琉球国由来記』の神名には,神 を表わすとする主もかなりみられる。

例えばアカシセ ド弓取真主(宮 古),イ ベナヌシ(大宜味),慶 田底ヲレノ神タレ大主
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(八 重山),ア フ ヒギ ノイベナヌシ(恩 納)な ど。

 この ように 『おもろさ うし』 や 『琉球国由来記』 によると,古 く沖縄の宗教対象 と

して は,セ ヂ といわれ る霊力が重要 であり,「 かみ」とい う謂 は,新 しく用い られ るよ

うにな った もので,『 お もろさ うし』 には 「大 ぬ し」 と表現 されてい ることがわかる。

 しか し,す でに述べて きた ように,現 在の民俗 の中で も,カ ミと同様 にヌシも用 い

られて おり,仲 原 や安良城が指摘 した・セヂ,大 ぬ しの謂の用法は今 に継続 していると

考え られる。

 以 上,沖 縄全体 における霊的存在を名称 の上 から述べて きたが,カ ミの語は,火 の

神,門 の神 などに用いる と共 に死者を表わす言葉で もある ことがわか る。死者は別 に

フ トゥキ とも云われ るが,こ れはまた ファ フジと共にカ ミと同意語 とするところがあ

る。カ ミはヌ シともいわれ,こ れは 『お もろさ うし』 に書 かれているカ ミの謂であ る。

「カ ミ」 とよび,「 神」 と書 くよ うになったのは 『おもろさうし』 よ り後の時代か らで

ある。人のマブイを カ ミや ヌチ とよぶ ことはないが,マ ブイが一定 の儀礼を経過 して

カ ミや フ トゥキと云われ る存在 とな るとされ るーことは広 くみ られ る。

 このように,カ ミ,ヌ チ,フ トゥキ,マ ブイなどの意味す るところは,か な り不統

一 であることが理解 され る。

2.八 重山の霊的存在

 沖縄0般 の霊的存在について,主 として名称上か ら検討 してみたが,重 要な存在 と

してカミ,ヌ チ,マ ブイ,フ トゥキ,モ ノなどがあげられる。 しかしそれらに,如 何

なる異同があるのか,全 体としてどのように認識分類されているのか必ずしも明らか

ではない。こうした人々の内面的世界の認識を名称の上のみで追求することには限度

があり,ま た調査者自身の 「神観念」のありようとも深 くかかわる。このような問題

は,人 々の多様な民俗行為の脈絡の中から再検討する必要があろう。

 次において,八 重山地域,特 に与那国島の資料を中心に,特 定地域におけるカミ,

ヌチ,マ ブイ,フ トゥキについて考察する。

1)人 とか らだ

 (1)マ ブ イ

与那国島では,沖 縄一般がそうであるように,人 はからだとマブイでなりたってい
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ると考えてい る。 さ らにか らだについて は,人 として の形を有 し,骨,肉,血,種1)

の成 分が重要 であるとされ る。つま り,マ ブイは超 自然的存在,か らだはその容器,

あ るいは存在す る場 である。マ ブイは遊離性があ り,何 らかの理由でマブイがか らだ

か ら遊離す ると,マ ブイウチ,タ マチ ドラの状態 とな り,病 気 とみ られ る。与那 国で

はマブイは1人 の人間 に10個 あ り,7個 以 上失なわれ ると死 に至 るともいう。与那 国

を調査 した レ ックム[1983:95-96]に よ る と,マ ブイは7個 あ り,前 にあるマ ーダマ

と,背 中にあ るウブダマ の二つ に分けているとい う。 このようにマブイは複数個あ る

こと,7の 数字 に意味 があること,マ ブイに種類があることな どが うかがわれ る。中

国の三魂七醜の考え と関係す るところがあるか も しれない。マ ブイの遊 離性 は特 に幼

児 と老人 にお こりやす いと考え られて おり,例 えば葬式の時,死 者 の強 い霊力 によっ

て幼児のマ ブイが とられな いようにす るため,幼 児 を柱 に しばりつけ ることさえあ る。

マブイが遊離 した と考え られ るときは,ム ヌチ(ユ タ)を よんでマブイグ ミをす る。

この時 とりこめるマブイは,遊 離 した自己のマ ブイであ る。だか らマブイは個 々人を

その人た らしめ る個性を もつのであ り,単 な る力のような ものではない。人以外の も

のには,マ ブイの語 は用いない といわれ る。か らだか ら永久 にマ ブイが離脱す ると死

とな る。以後,マ ブイはば らば らになるが,複 数のマブイが どうな るかは明 らで はな

い。 しか し,マ ブイは以後不死 の生活 を送 ることになる。一方,か らだの成分 は,次

第 に腐 ちてい き,骨 がマブイの容器 として重要な意味 をもつ ようにな る。

(2)か ら だ

 マ ブ イを容れ るか らだ は,肉,血,骨,種 を主な構成要素 とす る。肉,血 は,女 性

が子孫 に伝え る成分 であり,種(タ ニ,精 液)は,男 性 が子 に伝え るもので,こ れが

骨 となる。 このか らだの各所 には,12の カ ミが存在す るとされ る。その場所 は,目,

鼻,口,ノ ド,さ まざまな排泄 口,吐 く息 など,実 際 には12を 越 え る。何 れもか らだ

が外部 と接す るところ,開 口部 にむす びつ いてい ると考え られ る。人 が死 ぬとその カ

ミの意味 は失なわれ る。 その場所についての カ ミであ り,場 所や事物などに存在す る

と考 え られて いるヌチ と似 ている。12の カ ミガ ミは,人 のか らだの部所を守護す ると

ころの人 に共通 して存在す るカ ミで,マ ブイの ようなその人の個性 とは関係 ない。ま

た このカ ミは,外 蔀 との接点 を守 るもので あると考え られ ることか ら,人 の個性を象

徴す るマ ブイは,こ の カ ミガ ミに守 られた閉 じた世界=か らだの中に とりこまれて い

1)種(タ ニ)は,精 液を陰喩的に表現したもので,こ れが子の骨を形成 し,0方,母 は血及び

肉を与えるとされる。次世代の継承は種を媒介しておこなわれる。同一の種の共有者の総体を

タニトゥチ(種 一つ)と 表現する[渡 辺 ・植松編 198028-39]。
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ることにな る。 しか しなが らこのか らだは,12の 接 点を もって外界 と通 じて いること

にな り,マ ブイはかな りの出入 口をもつ ことになる。マブイ とか らだの遊離性 はこの

点か らも考 え られ る。またマブイは,愚 依性 を もってい る。落 ちたマブイが,石,バ

ッタ,土 な どに愚いてい るとか,遺 骨や遺体 のあった場所にマブイが しば しば残 って

いた り,寝 床であるゴザ にもマブイが愚いてい ると考え るとい うような ことに由来す

る儀 礼(例 えば ヌジフ ァ=抜 霊)か らもこの愚依性は考え られ る己

2)人 と家 屋 ・ヤ シ キ(図1参 照2))

沖縄の家屋 ・ヤシキが,世 界観を認識する上の重要な明示物であり,そ こには沖縄

の人々のミクpの 世界が提示されているとの視点から,家 ・ヤシキの全体か ら意味を

図1家 屋 ・ヤ シ キ と カ ミ

2)与 那国島における伝統的と考えられる家屋 ・.ヤシキの状況を図に示 した。
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と りだす作業 が さまざまに試 み られ て き た[MABucHI 1968;渡 辺 1971;笠 原

1974]。

  (1>ヤ シ キ

 沖 縄 の伝統的な家屋(ダ ー,与 那 国)に は,特 定の出入 口に相当する ものがな く,

入 口に相 当す るものは,む しろ家屋 がたて られ,石 垣(グ シク)で とりかこまれた ヤ

シキ(ド ウフ)の 石 垣の一部 にあたる門口が唯一の出入口であ る。 この門口を入 ると

家屋 を遮断す る壁(マ ィスガティ,与 那国)が ある。与那 国島で は,か つてこのグシ

クを もうけることが,一 人前の家 として重要であ った ことか らも,こ の石垣 という構

造物 によ って一つの領域 を設定す ることが,家 の領域性 と同一の意味を もつのだ ろう。

 この家屋 ・ヤシキでは,唯0の 狭い門と遮断壁 によ って,外 来の ものがさまざまに

分類対処 されるのであ る。つ まり,悪 霊 はこの遮断壁 によ って前方に進 む ことをはば

まれ,フ ォーマルな外来者 は一番座 に通 され るため壁 の右(す なわ ち東)に まわ り,

イ ンフォーマル な来訪者 は,二 番座 や台所 に通 され ることにより壁の左(す なわ ち西),

に まわる ことになり,ま た総 じて家にいる人 々を外部 か ら見え な くす る。

 このよ うに,ど こか らも出入 り可能 な家屋 は,石 垣で とりかこまれた屋敷地 と一体

とな って,唯 一 の門 ロを出入 口とす る閉 じた世界 を形成 してい ることにな る。そ こは

人 々が生 か ら死へのサ イクルを くり返す場 であ り,そ の意味が含 まれてい る重要 な場

であ る。

 こ うした 「家屋 ・ヤシキ」空間 に,多 様 なカ ミの存在を見 るのは当然 といえよ う。

 与 那国島の屋敷地 は,一 般 に長方形をな し,東 西南北 と 十二支方位を 考慮 して南

(未 方)に 門 口を設定す る。家屋(ダ ー)は 屋敷 中央 よりやや東側 に南面 して もうけ

られ る。左右門口には門の神(ム ンヌチー,ト ウンデヌチー,ド フヌカ ミ)が 在 す。

主屋(ウ フヤー)の 東側の庭 は,カ ンダ(神 庭)と いわれ,・この場所 に屋敷神(ニ ー

バ イ,ビ デ リ,ニ バ イヌチ)が 祀 られてい る。主屋 の前方は庭(ミ ナガ)で,こ こに

遮断壁(マ イ ソガテ)が 設 け られていたが,現 在 は少 い。庭 の東側 には,昭 和の初期

頃 まで シラ(稲 の穂積)が あ った。庭の西側には井戸 があり,そ こには井戸神(チ リ

ガ ンヌチヌカ ミ)が 在す。

 主 屋の西側の屋敷地 には,ダ ッテイ(納 屋)が あるが,伝 統的な分棟型式の場合は,

こ こが炊事場(チ ムヌダ ー)で あ った。炊事場のカマ ドの上 には火 の神(ダ ヌカ ン)

の香炉が おかれ る。現在 はガス コンロの傍 にあ る。現在 は炊事 場 と主屋 をつな いでお

り,炊 事場 との問に三番座を もうけた りして主屋を広 くして いる場合 が多 い。屋敷地

の西北隅 には便所 と豚小屋があ る。便所 には便所の神(ウ ドル ヌカン)が 在す。二番
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裏座 の地炉(ジ ロ)に はジィル ヌヌチが在す。

 屋 敷地を とりか こむ石垣(グ ス ク)は,浜 か らサ ンゴ礁を拾 ってつみ あげた もので

あ るが,現 在はブ ロック塀が多い。屋敷 の四隅は子,寅,午,申 の方角 に相当 し,そ

こにはそれぞれ子一 コ0デ ィンサマ,ﾘヌ ハ ヌカン,寅 一 トゥラヌハ ヌカ ン,午 一 ウ

マヌバ カ ン,申 一サ ンヌハ ヌカ ンが在 すと考え られてい るが,目 にみえる対象物 はな

い。

 神庭(カ ンダ)に ある屋敷神としてまつられているニーバイには,普 通サンゴ礁な

どの霊石がおかれ,香 炉,花 いけなどもあってその存在は明示されているが,他 の門

の神,井 戸の神,便 所の神,地 炉の神,四 隅の神 には表示物はな く,儀 礼の過程でそ

の存在をあらわす。

② 家 屋

 主屋の空間分割の基本型は,一 番座,二 番座とそれぞれの裏座をあわせて4室 の田

の字分割である。さらに三番座をもうける場合もある。一番座はダ ッテイ,一 番裏座

はミガヤ ドゥ,二 番座はナガミヤ,二 番裏座はウッティとよばれる。

 一番座は主屋の南側,つ まり東,む かって右手にあり,こ の部屋の北側のむかって

右が神床(ダ0ト ゥグ),そ の左が先祖棚(ト ゥグ)で ある。ダー トゥグには香炉がお

かれ,先 祖棚には位牌がまつられる。

 八重山一般に,神 床は一番座に,仏 壇は二番座に設置されるのを見るが,か つては,

一番座あるいは二番座に,神 床 と先祖棚を併置することがかなりあり,現 在は離島に

この型が若干見 られるという。与那国島の場合は,多 くこの0番 座併置型である。つ

まり神床も先祖棚 も同 じ一番座に設置するということについては共通であるが,そ の

場所は神床はむかって右,つ まり東に,先 祖棚はその左つまり西になる。一般 にむか

って右,東 が左,西 に対 して位置関係でいえぱ高位であり,神 床 と先祖棚の高位,低

位を明示 しているかに思える。

 一番座の神床には,神 香炉その他の対象物がおかれるが,与 那国島では次のように

多くの香炉がおかれおがまれている。

 ① トラノハー 神床の寅の方向におかれ,家(キ ナイ)の 守護神であり,香 炉1個

がある。 移転に際 して持 って行かれるとされる。 男神であり,女 神 とされる屋敷神

(ニーバイ)と 夫婦神であるともいわれる。屋敷の四隅の神の,ト ラヌハーヌカンと

重なるものでもある。                     」

 ② カンディン 個人の守護神であり,特 に健康願いをする香炉で,祀 り手の数だけ

ある。
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 ⑧クール 女姓が特におがむ香炉である。カンディンもクールも水の神であるとさ

れる。これも祀り手の数だけ並ぶ。                0

 カンディン,ク ールなどは祀り手の死亡により儀礼をへて廃される。

 先祖棚 先祖棚には位牌(フ トキ)が ある。位牌を拝む時,死 者霊は二番裏座(ウ

ツテ)か ら入り,位 牌棚への死者霊専用入口(グ スヌヒカティ=後生の穴)を 通って先

祖棚にすわるとされる。神床に祀る香炉のカミは,一 番座の南側の縁から入るとされ

ているから,カ ミと死者霊は,共 に一番座に祀 られる存在ではあるが明確に区別され

ていることがわかる。

 カマ ド 家族の守護神 として火の神(ダ ヌカン)が 祀 られる。主として主婦が朝晩

線香をあげておがむ。

(3)家 屋 ・ヤ シキ

 与 那国島における家屋 ・ヤ シキには,こ のよ うに多岐にわた るカ ミが存在す るので

あるが,こ の中でその家(キ ナィ),家 屋 ・ヤ シキの個有性を もつ ものは,ト ラノハ

ー=キ ナイ
,ニ ーバ イ=ヤ シキ地,イ ハイニキナ イ,火 の神=キ ナイであ る。 カンデ ィン,

ク0ル は個人 の事情によ り祭祀 され る守護神 で,特 定 聖地 のカ ミを迎えたものであ り,

家 人,家 屋 ・ヤシキの個有性 と特 にむすびつ くものではない。

 一 方,家 屋 ・ヤシキに在 する左右門の神,四 隅方角の神,便 所の神,井 戸の神,ジ

ルの神 は,形 もな く目にみえないその場所 を守護す るど この家屋 ・ヤ シキにもみ られ

る抽象的なカ ミで個有性 はない。 しか し家人(ダ ンニ ン ド,キ ナイニ ン ド)を 入れ る

容器 としての家屋 ・ヤ シキが,先 ず外界 との接点 としての唯一の門口が重要であ るこ

とは勿論であるが,地 の穴 と しての井戸,便 所,そ して家屋 ・ヤシキをおおう3次 限

の空間の接点 と して四隅方角,時 には中柱 を も含めて,極 めて重要な部所 を守 護す る

カ ミガ ミであ り,何 れ も家屋 ・ヤシキを閉 じた世界た らしめて いる装 置で ある。

 こ う して家人の住 む家屋 ・ヤシキは,マ ブイの容器 と してのか らだに対応 して考え

ることができる。また,こ の家屋 ・ヤ シキにおいて人 は生か ら死へのサイクルを展開

し,人 としての生涯 を全 うす るのである0そ れ らは通過儀礼を通 して くり返 され,そ

の際のあ らゆるカ ミガ ミとの接点 は,家 屋 ・ヤ シキ内に用意 されているのであ る。

3) 人 と 墓

〈1)死

与那国島では,人 は死ぬと二番裏座(ウ ツティ)で 湯灌 し,そ の後遺体を死者専用
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入 口(グ スヌ ヒカテ・後生の穴)を 通 して,一 番座 に運ぶ。 二番 裏座 は人が誕生 に際

し産湯を浴 びる部屋で もある3)。 出棺 の際 は,遮 断壁(マ イソガテ ィ)の 東側を通 っ

て頭を先 に して門を出 る。葬列の先頭 には飾 り棒(テ ィガラカガ ン)が 行 くが,こ れ

は女の腹 を型 どった もので死者のマブイが乗 るとされ る。遺体を納めた棺 は輿(タ カ

ラ ドゥグ)に のせ られ墓地 に運 ばれ る。墓を あけ納棺する。 出入口をセメ ン トでかた

めてか ら0同 焼香す る。最後の別れの盃 を くみかわ し満潮 をみて帰宅す る。墓 参は1

週 間 は毎 日おこなう。49日 のイ ミバ ライまでにカ ンカイ シ(神 招 き),サ ガ イ(初 め

ての焼香。 死者 は後世に入 るとされ る),7日 毎 の焼香,ミ ナ ンカバガ シ(ユ タが死

者の言葉 を語 る)な どがあり,死 者 が生者 との関係 を断ち,後 生に安定す るよ うに と

の意味を もった儀礼が続 く。49日 のイ ミバ ライに は墓に行 き,葬 礼の時持参 した白位

牌,下 駄 などが焼かれ,死 者の名前は先祖棚の赤い位牌 に書 きうつされる。イ ミバ ラ

イの後,死 者 は完全に後生 の0員(グ スヌ トゥ。 トゥは人)と な ったとされ る。グス

は後生,死 者が行 く世界で,生 者 の世界 をサ ンカ とい うのに対比 してヌ ンカともい う。

サーガイの焼香 の後,死 者 は長い旅 を経 て後世 にた どりつ くのだ といわれ る。

 3年 たつ とユ タ(ム ヌチ)を よんで,テ ィヌ リの儀礼 をおこな う。ティヌ リは死者

が生前関係 したすべてのカ ミと縁を切 る儀礼で,こ の時,生 前用いていた香炉 は廃 さ

れる。以後,死 者 はグスの世界の カ ミと関係す ることになる。

 死 後,3年,7年 な どの後洗骨す る。死者 のか らだは女性か らうけついだ肉や血を

とり去 って美 しい骨(男 性 よ りの種の伝達 シンボル)の み とな る。

 死 後,年 忌(焼 香)を9回 おこな うが,最 後が三十三年忌であ る。 このあと死者 は

「ブ0ス ウの シンカにな る」「ブースウQ後 輩 とな る」「ア ミダ ヌフ トギのシンカにな

る」「カ ミとな る」などさまざまの表現 をもって語 られ る存在 となる。

 ブ ース ウとは,後 生にいて人問 を生 れ しめたカ ミ,死 を定 あるカ ミ,運 命を定 める

カ ミといわれ,ま たあの世 の会計,戸 籍係 ともされ る。ア ミダノフ トゥギはあの世で

最 も高 いカ ミであ るともい う。 シンカとは仲 間の意で,聖 地(ウ ガン ・ヤマ)の 祭祀

集団のメンバーをダマ(山)シ ンカ,,ダ マ ニ ン ドなどと用い るの と同様で・結局死者

は,ブ ース ウやア ミダ ノフ トキの仲間 にな るらしい。

 後生(グ ス)の 入 口が墓で,墓 に葬 られた死者 は,洗 骨 と9回 の焼香その他 の儀礼

供養 を子孫 によって執行 され ることによって,長 時間かか って後生 につ き,0人 前の

フ トゥギにな った と観念 され るわけであ る。

 三 十三回忌以 後,ブ ースーヌ シンカ,ア ミダヌ フ トギ ヌシカあるいはカ ミにな った

3)湯 灌は死者に誕生するための産湯ともいえる。
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とされる死者は・先祖棚の位牌は焼 くか裏がえ しにされ,子 孫の目からはその存在は

消える。さらに供物も,そ れまで供えられていた獣肉料理に熱い煮た供物やお茶を供

える必要がなくなり,線 香と水でよくなる。

 このように,三 十三回忌に至るまではグスヌトゥとよばれる人の仲間で,三 十三年

忌をすぎるともはや人(ト ゥ)で はなく,そ のステータスに何等かの変化をきたすこ

とを示す儀礼や人 々の説明は,与 那国島のみでな く他の広い地域にみられる。例えば

波照間島では,三 十三年忌には主家の前庭に床の高い仮小屋を作り,こ の小屋の両側

の柱に長いガジュマルの柱がしばりつけられ,こ の木をつたわって,死 霊は永遠に天

にのぽり,カ ンになることになっている。天にのぼるという謂は八重山以外にも広 く

きかれ,そ の具象的な装置として,こ のような木の枝の外に紙製のハシゴ,台 石,飛

立型鶏の供物などさまざまな物が見 られる4)。

0般 に後生の入[]は墓あるいは洞窟を考えることが多い
。つまり大地に接 した穴で

あり,死 者ははじめ長い旅をすると考えているのに対 し,三 十三年忌後の死者は天の

方向をめざしており,そ こには飛翔性が示されている。

(2)墓

 与那国島の墓は部落の外側のヌンカ(耕 地の外側,山 に接する部分。死者の世)に

ある。比川部落についてみると,死 者儀礼の上から,部 落はずれのカネシマ橋が死者

と生者の世界を分ける境界で,ヌ ンカは極めて近い場所に観念されていることがわか

る。だから人々は,耕 地で働いている時,飲 水が余 ったりすると,む やみにすてず,

あたかも身近に死者がいるかのように 「ウヤブディ・(先祖)あ がって下さい」 といっ

て水を欲する死者にふるまうように心がける。

 墓を作るにあたっては,家 屋 ・ヤシキと同様にヤマを腰にあて,カ ドをあてて方位

をきめる。墓の前方には必ず障害物をおくようにし,生 者が死者にひきこまれないよ

うにする。墓域の土地には,そ の主,カ ミであるディガラヌチがいるとされ,儀 礼の

際,供 物や線香が供えられる。この時,死 者用の紙銭ではなく白い紙が焼かれ,死 者

と別の存在であることを示 している。このように墓域にもカミが存在するのである。

窪徳忠はこのような沖縄の土地神,守 墓神を中国の后土神 との関係で説明 してい る

[窪 1976:189-217]。

 与那国島の30年程以前の墓は,畑 の石を積んですき間に泥をつめ,そ の上から水を

4)昇 天 を意味する習俗として,供 物に毛をきれいに抜いた鶏一羽が羽をのばして飛びたっよう

な姿で供えられたりする[藤 井 1976:345]。 与那国では,三 十三年忌以外の焼香に際しても

供えられる。新しい習俗といわれる。
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まぜた石灰 を塗 り,上 にカブイ シをのせ た。 もっと以前 には洞窟(ガ マ)に 屍 を葬 っ

て,そ の入 口を石 と土で密封 した といわれる。現在 はブロ ックで積む ものや,岩 壁に

横穴 をあけ,上 面を亀 甲型 にコンク リー トで固めたものが多 くみ られる。何 れに して

も墓墳はやや丸みを もった空間で,死 者 のか らだは,こ の空間に埋 め られ るので はな

く安置され るのである。亀 甲型の墓 は前方後円型 にも似ている。

   (3)墓 と カ ミ

 琉 球大学社会人類学研究所の調査 によると,八 重 山,白 保部落 における墓 とカ ミの

存 在状況 は次のよ うで あるとい う[琉 球大学社会人類学研究会 1977:159-212](図

2)。

 墓 域全体の前部 は,シ テ ィ(ソ デ)と いわれ る囲い(ブ ロックや石 垣)で 囲まれて

いる。入 口(イ リゾー。ゾーは門のこと)は1カ 所で,こ れを入 ると ミナガとよばれ

る墓 の庭 とな る。庭 のむか って左側 に7歳 以下で死んだ子供 の墓があ る。

 墓 墳 内部を シロウチといい,こ れの入 口が ウチゾーである。 ウチゾーの入 口は普段

は シックイでかためて閉 じられ,ふ たの前 に香炉 がおかれ,ま た供物台(サ ンミダイ)

が ある。 シロウチの内部中央にナカ トゥクとい う台がある。 ここには棺や,火 葬にさ

れた場合 は骨 ガメがおかれ る。 シロウチの さらに奥の部分 と両側 の三方 に,2段 の階

段状 の壇があ り,ナ カ トゥクとあわせて3段 にな ると考え られ,ナ カ トゥク,ナ カダ

図2墓 と 名 称[琉 球大学社会人類学研究会1937:161162]
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ン,ウ ィダ ンとよばれ る。 この3毅 は,家 屋 内の先祖棚 の3段 と対応すると考え られ

ている。 ここには洗骨 した骨を納 めた カメが並ぶ。

 正 面 ウィダ ンのさ らに奥 は,グ ショー とよばれる溝で,三 十三年忌 を過ぎた死者 の

骨 はこの グシ ョーにこぼ され るという。 ここで それまで個 々人のカメに納ま っていた

骨は,無 個性的な骨 の集積の0部 となる。

 墓 域 に存在す るカ ミには,墓 域 を守護する,あ るいは支配す る土のカ ミ(白 保 では

シッノカ ミとい う)の 他 に,グ ショ0ハ ッコウノカ ミが存在す るとされる。 このカ ミ

は9カ ミで,① ウヤイ シノカ ミ(親 石 または上石の神),② マユイシノカ ミ(前 石 の

神),③ キタイ シノカ ミ([]石 の上部の神),④ パ ライ シノカ ミ(腹 石,柱 石 の神),

⑤ シテ ィイ シノカ ミ(敷 石,墓 の下部の石の神),⑥ ク ピイシノカ ミ(?),⑦ モ ンイ

シノカ ミ(ミ ナガ に入 る門の石の神),⑧ ゾウイシノカ ミ(口 石,墓 墳のpを おおっ

ている石),⑨ グシ ョーのカ ミがあげ られ,何 れ も墓域を八方か らとりか こむ場所の

カ ミであ る。 また土の神 は,上,中,下 の三神が あるとい う。

 このよ うに してみ る墓域,特 に墓墳 は,家 屋,ヤ シキよりさらにきび しく閉 じた世

界であ る。唯0の 入 口か ら先 ず入 った ところの ミナガ(庭)は,生 者 も入 るこ とが可

能 の場所であるが,遺 骸や骨 を納め るシロウチとよばれ る墓墳内には,狭 い(幅2尺

1寸,高 さ2尺 前後)の 唯一の入 ロ(ウ チゾ ウ)を 通 って入 るよ うにな ってい る。普

段は固 くシックィで固め られ,め った に開 くことはない。そ して この シロウチ壷カ ミ

ガ ミが四方八方 か ら守護 してい るということにな る。

 このように細部 にわたるカ ミの存在が,元 来人 々によ って知 られていた知識か どう

か不 明であ る。 桜 井徳太郎 が報告す る那覇市の事例[桜 井 1973:131-135]も 類 似

したカ ミをあげてい ることか ら(墓 壌内 には ウフヌシガナ シ(グ ソーの大主),ウ フヌ

シガナ シノ トゥジ(ウ フ主の妻)チ ョウブ,ア ミダプ トチ,ウ ジ ョーバ ンヌカ ミ(門

番の神),ウ ヤ ファーフジヌカ ミ(先 祖の神),墓 域 内にはジ0チ ヌカ ミ(地 の神),

ニ ジ リヌカ ミ(右 の神),ヒ ジ ャイヌカ ミ(左 の神)が いるという),洗 骨や琢霊儀 礼

に関与す るユタの知識 と何 らかの関係 があるか も しれない。 また墓造人 の知識 ・技術

の問題 もある。

  (4>墓 と 死 者

墓 に葬 られた死老の状況 は一様ではない。

庭(ミ ナガ) 7歳 以下 で死亡 した子供 の墓 が,庭 のむか って左側 に設け られる5)。

5)幼 児(特 に7歳 以下の子供)や 老人は霊的世界に近い存在を考えられている。幼児は人にな

りきっていないので,そ の扱いは特殊なものがある。例えば死亡しても,0人 前の葬式をせず,
墓墳内にも入れない。
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死体を入れた棺をそのままコンクリー トで固めたものである。 「ナナチィビトゥカラ

ドゥピトゥニンギー(7歳 になってか ら初めて真の人間)」といわれるように,シ ロウ

チ(墓 壌)に は人間とみとあ られた人間の死者が入る。

 ソデパカ(シ ティパカ) 墓墳の両袖につきでたソデバカには,分 家した人の子供

(7歳 以下)や,子 のない人,私 生児が葬られたりする。ソデバカの骨に対 しては位

牌はなくてもよいといわれる。

 シロウチ 家族員が葬 られ,ウ ヤピトゥとよばれる。シロウチの内部区画は,死 者

のステータスに対応 している。

 ①ナカ トゥク 死者は先ずナカ トゥクに置かれ,49日 或は1年 まではイマピトゥと

よばれ,未 だこの世の家族と離れ切れず,履 物をはいて墓と家の間を往復する存在で

あり,家 族側 も朱だ共に住んでいるという気持が強 く,1日3度 の食事を死者に供え

る。霊力が強くおそれ られている。49日 がすぎるとウヤピトゥとよばれ,こ の世とは

完全に縁が切れ後世の人となる。死者は洗骨されるまでナカトゥクにおかれる。

 ②ナカダン,ウ イダ ン 次の死者が出た時,或 は3年,5年,7年 後などに洗骨 し,

骨はカメに入れられ名前や没年が書かれ,ナ カダンに普通は死亡順にならべられて行

く。年をへて ウイダ ンに並びかえられる。三十三年忌をすぎると,カ メの中の骨はウ

イダンの奥のグショーの溝になげられ,以 後ブーウヤピトゥ,あ るいはカミ,フ トゥ

ギになるとされ,そ の個性は失なわれる。シ0ウ チに存在する死者は,家 族に対応 し,

分家した人々は別に墓がつ くられそこに入るという。

 このように,墓0内 には,多 様な遺骸が存在することになる。すなわち,① 未だ生

者と分離 しきれず,け がれた骨,肉,血 をとどめ,下 駄をはいて家の間を往復する死

者。料理 した供物が供えられる。②生者 と分離 し,女 性から伝達された血や肉を洗い

去り,清 められた男性からの伝達物である骨 となり,後 生に安定 し,未 だ個性をもつ

死者。料理 した供物が供えられる。③一定の供養が完了 し,個 性を失った死者。料理

した供物は不要である。

 そして墓墳内は,年 を経 るにつれ徐々に種を共有する家人の単一性を高めるのであ

り,そ の意味で,墓 は個性を強 くもつといえる。

 墓墳内のこれ ら死者の存在は,家 屋内における先祖棚の死者の表示物と対応す る。

すなわち①未だ生者と分離していない49日までの死者は白位牌 と,② 後世の人 となっ

た死者は先祖棚の赤位牌に,⑧ 三十三年忌を終了 した死者は,位 牌を裏がえしにした

り焼いたりすることに対応 し,何 れも人 々の視野か ら消え去 っている。
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(5)人,か らだ,家 屋 ・ヤ シキ

 八重山諸島について,こ れまで述べてきたようた 「からだ」「家屋 ・ヤシキ」「墓」

は,何 れも人を容れる容器として,近 似した構造をもつそれぞれが ミニチュアの世界

であるといえる。

 マブイはカミに守護された己れのからだと結合 して生者(イ ティトゥ)な り,カ ミ

に守護された 「家屋 ・ヤシキ」の世界で,生 か ら死への生活を完結させる。やがて父

祖がそうであったように死者 となって 「墓」に入るが,そ こもまたカミに守られてお

り,不 死の世界として一層強い閉じた世界である。墓の入口はきわめて狭 く,め った

にあくことはない。死者はやがて洗骨されて,女 性からうけついだ肉 ・血をとり去 り,

男性からうけついだ骨のみは,清 め られて壺中に入る。この間,男 性からの種をうけ

ついだ子孫によって位牌や墓に供え られた熱い食事(料 理 したもの)一 ごはん(穀 物) ,

おかず(獣 肉,野 菜),お 茶や線香,紙 銭によって養われ,こ の世と同種の生活をお

くる。死者は後世で,畑 の分配をうけ耕作すると考えられている(死 者の持物には通

常穀物の種が入れられている)。

 墓の中の死者たちは,か つて同じ 「家屋 ・ヤシキ」に居住 していた家族員であり,

遊離性,愚 依性をもつ個 々のマブイは,墓 や家屋におかれた位牌や,壺 中の骨 という

標示物によって己れの個性を持ち続けるのである。

 「家屋 ・ヤシキ」「墓」が人と同様に考えられていることは,人 に通過儀礼があるよ

うに・家や墓にも新築 してか ら1年 目をタンクワ(誕 生日)と して祝い,以 後3年,

7年 等(人 によって年次に相異はある)の 折目の儀礼をおこなうことにもあらわれて

いる。

 また沖縄一般に,墓(特 に亀甲墓)は 女性の体を表現 し;入 は女性の腹から出て,

やがて死 して再び女性の腹に戻 るとの説明がしばしばされる。たしかに,二 番裏座で

産湯を浴びてこの世に誕生 した生人(イ ティトゥ)が,や がて再び二番裏座で湯灌 し

てあの世の後生人(グ スヌ トゥ)と して誕生 し,以 後,後 生の生活をおくるとする儀

礼過程は,す でに述べた 「家屋 ・ヤシキ」「墓」をめぐる行為と対応するように思われ

る。

 ところで・墓に納められ後生 に帰す死者は,も し三十三年忌の儀礼がないとすれば,

永久にその個性を保持 し続け,後 生人(グ スヌ トゥ)と して墓墳内で暮すことになる。

 例えば葬制の似ている漢民族の場合6),究 極的には遺体は洗骨され,壺 に納められ

て墓に安置されるが,以 後,骨 はそのまま墓内にあって子孫の祭祀をうける。一方,

6)台 湾における漢民族の現行民俗による[植 松 1980:60-81]。

91



国立民族学博物館研究報告 別冊3号

位牌,族 譜には死者の姓名が記載され次第にその数を増しピラミッド形となる。この

ようにして死者は,永 久に個性を持続 し,明 示的に父系宗族の系譜的秩序 と対応する

のである。 したがってこの場合,個 々の死者は永久に個 々の祖であり,神 となること

なく壺中,墓 墳内にあり続ける7)。

 沖縄 における三十三回忌の儀礼は,大 焼香,祝 儀焼香といわれ,沖 縄各地で営まれ

るが,特 に八重山地方は盛大であるとされる[藤 井1976:344-34?]。 与那国でも祝

いとしておこなわれる。この儀礼は,後 生人(グ スヌ トゥ)の もつ個性を,観 念の上

か らも,位 牌や骨という明示物を処理す るということを通 して視覚上からも失なわさ

せる。死者は,天 と表現されるそれまで とは異る空間に飛翔 し,カ ㍉ フ トゥキなど

となり,も はや獣肉や煮た穀物を必要 としないのだ。

 日本本土における弔い上げが,死 者霊の没個性化,融 合体 としての先祖化の儀礼と

して意味づけられているわけだが,八 重山地方においても,こ れが極めて明示的であ

ることがわかる。このように可視物をもたぬ霊的存在となった死者を,カ ミ,ア ミダ

ノフ トゥキノシンカ,ブ ラスウノシンカなどとよぶが,こ れらがヌチとよばれること

はない。

4) カ ミ ・ヌ チ

 今 まで人 を 「か らだ」「家屋 ・ヤ シキ」「墓」 とい う場を通 して考 えて きたが,そ こ

にはマ ブイ とは別 のカテゴ リーに属す るζみ られるか らだ,家2ヤ シキ,墓 を守護す

るカ ミや ヌチが存在 した。0方,人 は終極 的には天 にのぼ って 「カ ミ」や 「フ トゥギ」

となるとされた。 これ らの霊的存在相互 にどのタ うな関係 があ るのだろうか。先ず与

那国島のカ ミ,ヌ チについて述 べる。与那 国島のおびただ しい儀礼 は,多 くのカ ミを

対象 と して営まれ る。

 与 那国島の聖地 は,13の ウガ ン(ダ マ二山),由 緒 ある香炉のあ る地,霊 石(ビ デ ィ

リ)の あ る地, 、由緒 ある人の墓,聖 泉,由 緒 ある洞窟,部 落の根所家,な どで ある。

この中で,ツ カサによる祭祀儀礼 の中心をなす13の ウガ ンには次 の神 々が祀 られてい

るといわれ る[池 間 1957:135-136]。 「チマガニ ン,ソ ウダル ミ,ミ タマ,ヌ チ」

「ニイヌテイ,ヌ チ」「チマ ナギミテ,ヌ チ」 「ウゴ ウラ,ク ウラ,ミ ミンク,タ マ ン

ク,ヌ チ」 「ヌコイタみイ,ヌ チ」「ウヤバル ・ブナダ ラ」「チマ ナガデ ン,ヌ チ」 「ハ

7)し かし,漢 民族の伝統的死生観の中には,"魂 気は天に帰 し,形 醜は地に帰す"と いうことが

あり,終 局的には魂は天に帰することになる。それは昇仙の信仰へとも展開する。だが,現 行

民俗には,墓 墳の壺中から昇天することをうかがわせるものは見あたらないようだ。
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イ ミゥブダ ギ,ウ ブムイフチ,ヌ チ」「イユ ンイ リミサテ ・トンダバニ,ヌ チ」「ヒ ト

ミバ ナ,ブ ナダ ラ」「トグル ウリ,タ ビガ ン,ヌ チ」。

 これ らは,「 ウヤバル ・ブナダラ」 と,「 ヒ トミバナ ・ブナダ ラ」が何 れ も女神 とさ

れる以外,何 れ も場所 に在す ヌチと して とらえ られる。

 ま た儀礼の際は,必 ず その対象聖地 に在 すカ ミ以外 のカ ミが呼びあつめ られ る。例

えば,比 川部落の雨降 り祈願 や,御 願解 きの折招 かれるカ ミは,伊 藤良吉 によれ ば次

のようであ る[伊 藤 1978:32-33]。  , ,

 1.ド ゥナ ン ・ダギ ・界チ.(与 那国岳の主)

 2.ダ ヌ チ ン ・ダギ ・ヌチ(ダ ヌチ ン岳の主)

 3.イ リビ ・ウラブ ・ダギ ・ヌチ(久 部良岳 の主)

 4.ア ラ グァ ・バナ ・ヌ ・ヌチ(新 川鼻の主)   ・         '

 5.ウ バ マ ・ダキ ・ヌチ(大 浜岳の主)                  r

 6.テ ィ ・ム トウ(ウ バマ ・クワン)・ ヌチ(大 浜 口港の主)

 7.ニ ラ ・ヌ ・ヌチ(ニ ライの主)

 8.ア ンダ ・タキ ・ヌチ(ア ンダ岳 の主)

 9.ミ デ ィ ・ヌ ・カ ン(ア ンダ ・ミン)・ ヌチ(水 の神�A ンダ水 の主)

 10.ウ ブ ンデ ィ ・ヌチ(髪 川上流の主)

11.ン デ ィ ・タバル ヌチ(比 川 田原)① サ ググァラ ・ヌチ(作 柄の主)② ドゥウ

   ・グ ァラ ・ヌチ(世 柄の主)・

 12.マ ヤ ン ・バ ラ ・トゥンバ ラ ・ヌチ(前 原後原 の主)

 13.カ ンザ トゥ ・シキ ・ヌ ・カ ン・ヌチ(上 里,水 口の主)

 14.ア グ ァイマタ ・イ リマタ ・ヌチ 〈東俣,西 俣の主)

15.タ ル マイ(樽 舞)① 作柄 の主 ② 世柄の主)

16.イ シュ ビ ・バ ナ ・ヌチ(磯 辺の主)

17.ウ ブ トゥ ・ヌチ(沖 の主)

 18.ヌ サ チ ・ヌチ(野 崎の主)                 -

19.タ ル マイ ・ティ ・ム トゥ ・ヌチ(樽 舞 口港 の主)

20.カ タバ ル ・ウブハマ ・ヌチ(カ タバル大浜の主)

21.ウ ブ ムイ ・イ トゥムイ ・ヌチ(大 森 ・糸森=旧 比川拝所の主)

22.ウ グ ァン ・カン ・ダマ ・ヌチ(御 願神 山ﾘ比 川拝所の主)

23.ウ ブ ・ハ マ ・ヌチ(大 浜 の主)       闇

24.ミ ドゥ ・ムイ ・ヌチ(水 森=川 の主)
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25.ナ ツ タ ・ナ ム ・ヌ チ(ナ ッ タ 湾 の 主)

 この ように,儀 礼 に際 し多 くの カ ミをよぴあつめるや り方 は,与 那国島以外 で もみ

られ る。波照間島の作 り物願いで は,先 ず拝所の神 ガ ミを呼びだ し,さ らに土間,屋

敷,大 入 口,庭,棟,母 屋桁 などの神 が 呼ばれ ると されている[住 谷 ・クライナー

1977:231-236]。 与 那 国島のヌチはカ ミともよばれる存在で,人 々を とりか こ哲特定

場所に存すると考えられている。その場所は,港,浜,磯 部,湾,岬,沖,海,海 底,

山,泉,川,拝 所などで,そ れは特定の場所名を冠することもあり冠 しない場合もあ

る。これらは島上,あ るいは島の周辺にある人々の生活領域内の場である。さらにテ

ン,ア ンドノチマ,ハ イドナン(南 の与那国島)の ように遠 くはなれた空想上の場も

ある。遠 く離れた場所は誰も行 ったことがなく,現 実感に乏しいが,多 く豊饒,死 者

と関連 して語 られる。またテン(天)は,三 十三年忌がすんだ死者がカン,フ トゥキ

となってのぼるところであり,一 方,水 のカンやヌチも儀礼の過程では,空 を行 く舟

にのって,天 に去ると考えられている。

 この他,前 に述べたように,人 々のからだにも,家 屋 ・ヤシキにもそして墓にもカ

ミやヌチが存在するのである。 その名称や儀礼が示すように,ヌ チ=カ ミはその場に

常在 し,そ の場を掌握,守 護すると同時に,儀 礼を行なう場 との距離に応じて来訪す

ることから,分 離性,飛 翔性をもつ霊力的存在 ともいえる。形象化されることは少い

が,し かし全く形象化されないわけではな く,可 視的存在となることもある。カミは

聖なる山(与 那国岳,宇 良部岳)な どから部落の聖所に通ずる無数の神道(カ ミミチ)

を去来するのを見ることがあるといわれる。神道は0条 の白い布であり,こ れを去来

するカ ミの形象は,白 衣や黄衣を身につけたッカサ(女 性神役)の 形を以て語 られる。

つまり神像 として表現 されず,人 に霊力が愚着 した形(女 性神役)の 形をとる。ノロ

やッカサの女性神役をもともと 「かみ」とよび,あ がめた思考と重なると推測する。

神道やそこを去来するカミ・ヌチを見ることはめったになく,人 々が神道の所在を熟

知 しているわけではない。多 くは何 らかの障りが生 じた時,ユ タによってその原因と

して神道に対する不当な行為(神 道をふさぐ,汚 したなど)が 指摘され,改 めてその

存在を知るのである。

 波照間島においては,儀 礼に際 し呼びあつめられるあらゆる所の神は,ち が った神

々がいるのではな く,た だ拝まれる場所によつて呼び出し方が異る一柱の神であると

される[住 谷 ・クライナO l977:232]。 これは,沖 縄の神観念を高神の観念で解釈

しようとするものであるが,与 那国島のカ ミ・ヌチは,「0柱 の神」「絶対神」 という

ふうには考えにくい。火の神や屋敷神のように,共 通名をよばれながら,な お特定家
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屋,ヤ シキにむすびつ く個性を有するものがあり,ま た墓域を守 るジガラヌチより,

火の神は高いカミであるといわれるように,カ ミ・ヌチの間には階層もみられる。カ

ミ・ヌチは自然と深 くかかわり,そ の場を掌握 し,人 々に恵みを与える存在と考え ら

れているが,機 能分化もみられる。.

 与那国島における諸儀礼の中で,人 とカミに対する重要な観念のひとつは,四 足獣

(豚,牛,山 羊)らの屠殺,禁 忌にともなう ドゥリ(繊 れ)で ある。 ドゥリが顕在化す

るのは冬季25日 間にわたるマチリの時である。マチリの諸儀礼は,多 くはかつて村の

あった故地の森の中や,特 定根所家の石垣でかこまれた前庭で,特 定の神役たちによ

って実修されるため,一 般の村人の目にふれることなく経過することが多いが,そ の

中で,四 足獣屠殺の禁は全島民に課せ られる。この間屠殺が禁止されるのみでなく,

全島民は食べることもできない8)。 この際 ドゥリをもたらすのは,屠 殺によって流さ

れる血で,血 と肉は ドゥリムヌとよばれおそれられる。また,出 産を死 もドゥリとよ

ばれ,カ ミとの接触は禁止される。このため出産や葬式のあった家は,印 の縄を門口

に張り,家 屋 ・ヤシキが ドゥリになったζとを示し,臓 れの流出を防ぎ,他 の人々が

接触 しないようにとの警告をするのである。一方与那国島では獣を殺 し,肉 を分配 し,

これを食べることが重要である儀礼が多い。葬式,死 後9回 おこなわれる焼香,誕 生

後9回 おこなわれる祝いなどに大量の肉を必要とする。 しかし,そ の際,同 時にまつ

られる,カ ミ,ヌ チとよばれる存在(例 えば,ト ラヌハー ・ブースゥなど)に は,獣

肉を供えることはない。 そして人間の場合 も,三 十三年忌に至るまでのグスヌ トゥ

(後生の人)に は,獣 肉を供えるが,三 十三年忌をすぎ,ア ミダヌフトキあるいはブ

ースゥの仲間,カ ンになった死者は,も はや人(ト ウ)で はないことによって獣肉そ

の他の料理を供える必要がなくなる。

 このように八重山特に与那国島について述べてきたが,カ ンやヌチは,入 々をとり

ま く自然物に広 く存在すると考えられているが,人 以外の動物は殆んど考えられてい

ない。カンやヌチは,機 能を掌握する力的存在 ともみられ,遊 離性や愚依性をもち,

通常の人には見えない。人格性はうすいが,個 性をもつものもあり,儀 礼上,獣 肉を

禁忌する。

お わ り に

以上,カ ミ,ヌ シ,フ トゥキ,マ ブイにつ いて考察 して きたが,八 重山,特 に与那

8)最 近は,島 外で屠殺 した肉はよいという理由で,移 入肉を冷蔵庫に貯蔵 し,観 光客に食べさ

せている。また直接マチリに関係 しない者の中には,食 べる者もいる。
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国島におけるカミの範疇はかなり広いものであり,死 者をも含む人との対置で考えら

れている。死者は,後 生の人 と考えられ,未 だ人の一種なのである。そのような人を

とりまく天,山,川,海 などの自然の場,拝 所,家 屋,ヤ シキ,墓 域,そ して機能な

ど,人 の生 と死にかかわるすべての領域にある霊的存在から,人 自身が死んで三十三

年忌を経てのちなるところの霊的存在までカミと云われる。カミは形象性をもたず,

個性のうすい存在で,遊 離性,愚 依性があると考えられ,獣 肉を拒否 し料理 した食事

を必要としないと考えられている。この点,三 十三年忌以前の死者は,未 だ後生人と

して人であり,骨 や位牌に表現される可視的存在で,個 性を持つという相異があり,

この点生人も同様である。

 カミの下位概念 としては,ヌ チ,フ トゥギがある。両者は言葉の上からも,儀 礼上

からも区別されており,フ トゥキと称される死者霊ほ,ヌ チと称されることはなく,

ヌチがフ トゥキと称されることもない。フ トゥキとヌチは,相 対置して考えられると

きの謂であり,フ トゥキの語ほ明 らかに死者に由来することを示している。しかし,

人との対置で考えれば,フ トゥキはカ ミなのであり,カ ミとしてのフトゥキは,儀 礼

上,ヌ チと同様のあつかいをうけることができる。与那国島において,積 れ(獣 肉ﾘ

血 ・肉,出 産,死)を 特に忌むマチリ(神 の月)の 儀礼において,ツ カサ達の巡遊す

る聖地には,由 緒ある墓がおがまれたりすることも,死 者に由来する霊的存在をカミ

とよぶことからすれば,そ れほど不都合なことではない。 しかし,こ のカミ,フ トゥ

キが,家 屋の神床にもうけられたカミ香炉から拝まれることはない。三十三年忌を経

たカ ミ,フ トゥキは,ひ きつづ き先祖棚において線香と水でおがまれるのである。沖

縄本島の各所において,死 者の段階的なステ0タ スの変化を,今 の世,中 の世,先 の

世と対応させ,一 番座より二番座へ,西 から東へ祭壇の位置の転換によって表示 され

るのを見る。与那国島では,こ のようなことはなく,死 者霊の家屋内における可視的

変化は,位 牌を人々の目から見えな くすることで終りである。つまり,そ の程度の近

祖が問題である。フ トゥキは,子 孫の関係でとらえれば二般にウヤブディ(先 祖)と

よばれる。

 カミの語が沖縄における古 くからの用語でないと云われるように,フ トゥキもまた

仏教とのかかわ りで考えれば,同 様に古 くからの用語ではないであろう。カミやフ ト

ゥキの語は,ヌ チやウヤブディの語と比較するとかなり抽象的である。またヌチやウ

ヤブディが,明 確に対象を限定 しているのに対し,カ ミやフトゥキの語は,現 行民俗

からはかなめ曖昧で一貫性がな く,歴 史的展開の上から考察すべき問題を含むと思わ

れる。
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図3 カ ミ ・ヌ チ ・フ トゥキ

 しか し,現 行 の儀礼行為 か らすれ ば,カ ミ,ヌ チは,[仲 原 1947:136-140]が 指

摘す るセヂ降 る場 としての信仰対象 ときわめて近い ものであるといえ る。そ こでは,

ニ ラィ ・カナ ィと関連 す ると思われ るニ ラ(与 那国では海底,海 で死 んだ死者 の在所)

も,ヌ チの存す場のひ とつ であり,ニ ラヌヌチは,人 々の祈願招請 によって,人 神 で

はな く霊的存在 と して来訪す るのであ る。与那国島を例 とするカ ミ,ヌ チ,フ トゥキ,

マ ブイなどの関係 の概観 を図3に 示 してみた。
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